
尾張旭市議会議長殿

一般質問(匝垂1・個人) 通告書

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により 3月定例会において

呂1俳氏のとおり質問したいので通知します。
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別紙                    氏 名  さかえ 章演  

質 問 事 項 

 

№  １   

今後の行財政運営の方針について 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）令和７年度の予算編成について 

新年度予算は、税収増が見込まれる中で、歳出は過去最大を更新した。

防災に加え、子育て支援にも重点を置いた市長の強い意欲を感じる予算

だ。様々な課題が山積する中で、限られた財源をどのように予算配分する

か市長も悩まれたと思うが、新年度予算編成における基本的な考え方等を

伺う。 

 

（２）今後の財政運営について 

   新年度の一般会計予算は、前年度比11.3％増の積極的な内容だが、一方

で、市債の借入れや財政調整基金の取崩しが増加するなど、持続可能な

財政運営の観点からは、気掛かりな点もある。 

今後の財政運営についての市の見解を伺う。 

 

（３）人件費の増加に伴う定員管理の在り方について 

   民間企業の賃上げの状況を反映し、令和６年人事院勧告は約30年ぶりの 

高水準のベースアップとなった。 

本市においても人件費が増加していることを受け、今後の定員管理の在

り方について市の見解を伺う。 

 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  さかえ 章演  

質 問 事 項 

 

№  ２   

「安全安心」施策について 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）能登半島地震・豪雨の教訓について 

  能登半島では、地震に続き豪雨災害に見舞われ、甚大な被害を受けてい

る中、本市からは様々な形で支援が行われている。 

これまでの支援を通して得られた教訓に基づき、市がどのように防災施

策に取り組まれたのか伺う。 

    

（２）防災・減災のための施設整備について 

   令和６年度から様々な新規の防災施設の整備に着手された。 

そこで、その具体的な整備内容や完了時期と、その施設整備がどのよう 

に市民の安全安心につながるのか、市の見解を伺う。 

 

（３）消防指令業務の共同運用について 

これまで本市と瀬戸市で、瀬戸・尾張旭消防指令センターを共同運用し

て、119番を受けると出動命令を出してきたが、令和７年度から消防指令

センターの業務を名古屋市に事務委託されることになる。 

これで、名古屋市防災指令センターと瀬戸・尾張旭消防指令センター、

海部地方消防指令センターの３つで計85人体制から58人となるなど組織

のスリム化や現場到着時間の短縮などの効果が期待される。 

そこで３点に分け市の見解を伺う。 

ア 消防指令業務の共同運用における事業概要について 

イ 消防指令業務の共同運用におけるメリット、デメリットについて 

ウ 消防指令業務の共同運用に伴う経費について 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  さかえ 章演  

質 問 事 項 

 

№  ３－１  

「健康・福祉」施策について 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）今後の健康都市の取組について 

   令和６年度には、日本で唯一ＷＨＯから表彰を受けるなど、過去20年間

の取組が大きく評価された。今後組織の見直しも予定されているが、今後

どのような考え方の基で「健康都市」の取組を進められるのか市の見解を

伺う。 

 

（２）歯科節目健診の対象年齢拡大について 

健康増進法に基づき実施している歯周病検診は、定期的な歯科健診の機

会を確保し、う蝕や歯周病など歯科疾患の予防に限らず、生活習慣病の予

防にもつながる大変重要な健康増進事業だ。 

当会派は、一般質問等の中で、切れ目のない歯科健診の重要性について

訴えてきた。 

また、昨年11月１日、柴田市長に「令和７年度予算編成に伴う要望書」

を提出したが、その折にも、当会派の11の重点要望事項の１つに、25、35、

75、80歳の対象年齢拡充を明記し、これを強く要望している。 

そこで、昨年12月議会で他会派からも同趣旨の質問があり、検討を進め

たいとの答弁であったが、検討の結果、市の最終的な方針はどのようにな

ったのか伺う。 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  さかえ 章演  

質 問 事 項 

 

№  ３－２  

「健康・福祉」施策について 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（３）国民健康保険税引上げと保険財政運営の見通しについて 

令和５年度に、平成30年度に国保制度が見直されて以降、初めての赤字

決算となった。厳しい財政運営を強いられている。 

その主な要因は、被用者保険の拡大と団塊世代の後期高齢者医療への移

行による被保険者数減少、高齢者比率の増加等、構造的な問題によるとこ

ろが大きい。これまで一般会計からの繰入れで赤字を補塡してきたが、国

保税の大幅引上げが避けられない状況である。改定後の仮算定の税率だ

と、前年度比で標準所得の親子３人・４人世帯でも年間５～６万円、15％

弱の増加が予想される。 

   市はこれまで、課税総額の５％以上にならないよう配慮してきたが、そ

の２～３倍額を超える引上げは、物価高も加わり市民の過度な負担とな

る。 

そこで、今後の保険税の引上も含め、保険財政の運営に関する見通しに

ついて市の見解を伺う。 

 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  さかえ 章演  

質 問 事 項 

 

№  ４   

「子育て・教育」施策について 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）待機児童解消のための取組について 

   待機児童解消のため、市長の英断で、スピード感を持って取組を進めて

来られたことに改めて心から敬意を表したい。 

そこで、今後の具体的な取組スケジュールと待機児童の見通しについて

２点に分け市の見解を伺う。 

ア 保育園・民間保育所について 

イ 放課後児童クラブ・民間学童クラブについて 

 

（２）中学校の休日部活動について 

昨年12月にスポーツ庁が発表した資料では、愛知県の小中学生の「全国

体力テスト」は全国でかなり低い結果だった。 

体力向上の一翼を担う部活動は大変重要だ。 

そんな中で、本年１月24日に市は中学校の部活動を指導する実証実験に

ついて東邦ガス株式会社との間で協定を締結した。 

当社は、グループを含む社員が副業として中学校の部活動を指導するこ

とを基本に、将来的には自社以外の社員にも参加を呼び掛け、プラットホ

ームを作り、全国的に普及させようとする試みのようだ。多くの自治体で

は、部活動の指導者不足が課題になっている中で、願ってもない提案だ。      

これを受け、２点に分け市の見解を伺う。 

ア 本市における今後の中学校の休日部活動について 

    全国各地で部活動改革が進行する中、「中学校の休日部活動」に対す

る本市の考え方について伺う。 

イ 地域と連携した中学校の休日部活動の実施について 

    昨年12月に、「公立中学校の部活動改革に関する有識者会議」が取り

まとめた資料では、「学校部活動として行われてきたスポーツ・文化芸

術活動を、地域全体で関係者が連携して支えるという発想が重要」とさ

れていたが、これに対する本市の考え方について伺う。 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  さかえ 章演  

質 問 事 項 

 

№  ５   

「経済・多様性」施策について 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）地域の事業者への支援と産業振興について 

物価高騰や人手不足が地域経済に与える影響が大きくなる中、行政とし

ても様々な形で地域の事業者に対する支援策を講じ、まち全体の活性化を

図ることが求められている。 

   そこで、新年度においては、地域の事業者への支援と産業振興に、特に

どのような施策に注力していくのか市の見解を伺う。 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  さかえ 章演  

質 問 事 項 

 

№  ６－１  

「環境・都市基盤」施策について 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）ごみ施策の今後の展望について 

  令和６年度から15年度までの「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」が昨

年４月からスタートした。 

特に市民からの要望の強い「燃えるごみの各戸収集」と「ペットボトル

の集積所回収」については、当計画の基本施策として取り上げられ、調査

研究や検討がなされるようだが、 

以下２点に分け、各事業の最終判断に向けたスケジュール等について市 

の見解を伺う。 

ア 燃えるごみの各戸収集について 

イ ペットボトルの集積所回収について 

 

（２）市民の足の確保について 

   施政方針では、市営バスの車両の計画的な更新やデマンド交通の実証実

験などに取り組むとされている。 

   人口減少・少子高齢社会を見据え、今後市民の足をどう確保していくの

か市の見解を伺う。                                                                                                                                                                                                                                                                           

 

（３）三郷駅周辺まちづくり事業の今後の展望について 

当再開発事業は、組合設立から１年半が経過したが、当初事業の計画見

直しも迫られる厳しい状況だ。また名鉄関連事業についても、まだ検討段

階で事業費が明確でなく、多額の工事費がかかると推測されている。 

当会派は、昨年の10月７日に市長と共に、当事業の予算陳情のため国土

交通省に伺った。その折に担当部局から人件費や物価高騰の影響で全国的

にも工事費が増加しているため、資金計画の見直しの必要や、事業費増加 

で補助金配分が厳しい状況にあると伺い、大型事業の厳しさを実感した。                                                      

当会派としては、当事業はこれからの本市のまちづくりの行く末を占う重

要事業だと考えているが、どのような展望をもって進めていかれるのか市

の見解を伺う。 

※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  さかえ 章演  

質 問 事 項 

 

№  ６－２  

「環境・都市基盤」施策について 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（４）上下水道事業の今後の展望について 

ア 上下水道料金の値上げについて 

ここのところ他の自治体で、水道料金、下水道料金値上げ報道を耳 

にする。 

柴田市長は、令和７年から９年度の中長期財政計画の中で、特に人件

費や扶助費等の義務的経費増加で、３年間で24億円の財源不足を見込ん

でいる。そのために、徹底した歳出削減はもとより、歳入確保について

も市民サービスにおける利用者負担の適正化も言及している。 

上水道事業会計は県水の値上げによる影響も懸念され、下水道事業会

計も一般会計からの多額の繰入れに依存している状況だ。 

そこで、上下水道料金の値上げについて市の見解を伺う。 

イ 下水道管の更新について  

    今年１月28日、埼玉県八潮市の市街地にある県道交差点で道路が大き

く陥没し、通行中のトラックが穴に転落するという悲惨な事故が発生し

た。 

その原因は、直径4.75メートルもある鉄筋コンクリート製の下水道管

の老朽化や硫酸による腐食による破損によるもので、約120万人の住民

生活に影響を及ぼす災害級の被害となった。 

同様の事故は日本中でどこでも起こり得る可能性がある。 

そこで、当市の下水道管の状況と対応について市の見解を伺う 

※ 申し合わせ事項に留意する。 

 


